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大
自

然

の
神

秘

と
雄

々

ガ

ッ
ツ
な

ト

レ

ッ
キ

ン
し

さ

、

グ
ー

ヒ

マ
ラ
ヤ

東
は
ブ
ー
タ
ン

・
シ

ッ
キ
ム
か
ら
、
西
は
ガ
ル
ワ
ー
ル

・
ラ
ダ

ッ
ク
、
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
と
二
千
キ
ロ
。

実
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ

ス
の
三
倍
で
す
。
雄
大
な
八
千

メ
ー
ト
ル
級

の
巨
峰

の
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
自
分

の
足
で
踏
み
じ
め
、
自
分

の
肌
で
感
じ
る
ワ
イ
ル
ド
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
も
及
ば
な

い
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
と
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

ノ
ー

・
公

害

時

間

に
追

わ

れ

、

人

間

関

係

の
わ
ず

ら

わ

し

さ

に
悩

み

、

た

ま

に
は
仕

事

か

ら

逃

げ

出

し

た

い
と

思

っ
て

い
る
都

会

の
ビ

ジ

ネ

ス

マ
ン
達

。

彼

ら

に

こ

の

と

マ
ラ
ヤ

山
麓

の
魅
力

を

教

え

て
あ
げ

て
く

だ

さ

い
。

８

０

０

０

ｍ
級

の
巨

峰

が

連

な

る
大

自

然

の
景

観

。

斜

面

一
帯
を

幸

や

か

に
色

ど

る

花

園

の
美

し

さ
。
海

抜

４

８

６

５

ｍ
、
■

に

雪

塊

や
水

塊

を

た

た

え

て

い
る

ア

ル

ハ
ル

ウ

ッ
ト
湖

の
神

秘

的
な

静

け
さ
。
す

べ
て
が
彼

ら

の
求

め

て

い
る
超

現

実

的

な

世

界

で
す

。

ダ

ー
ジ

リ

ン

ヒ

マ
ラ

ヤ

の
リ

ゾ

ー
ト

タ
ウ

ン

「
ダ

ー

ジ

リ

ン
」

は
海

抜

２

１

３

４

ｍ
の
高

地

に
あ

り
ま

す

。

イ

ン
ド

の
上

流

階

級

や
外

国

人

た
ち

の
別
荘

も

多

く

、
健

康

的

な
雰

囲

気

に
あ

ふ
れ

た
街

。

こ

の
ダ

ー
ジ

リ

ン

の
南

東

わ
ず

か

Ｈ

キ

ロ
の
地

点

に
あ

る

タ
イ

ガ

ー

・
ヒ

ル
か

ら
望

む

カ

ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン

ガ

（世
界
第
３
位
）
や

エ
ベ
レ
ス
ト
の
障

観
は
、
文
字
通
り
世
界
最
高
の
も
の
。
見

る
人
の
心
に
衝
激

に
も
近

い
感
動
を
与
え

ず

に
は
お
き
ま
せ
ん
。

シ

ッ
キ
ム

ご
く
最
近
ま
で
鎖
国
状
態

で
あ

っ
た
シ

ッ

キ
ム
ヘ
入
境
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
な

い

現
代
の
「桃
源
境
」
と
は
こ
こ
の
こ
と
で
す
。

工
宮
を
中
心
に
神
秘
の
国
が
、
静
か
な
た

た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
の
途
中

に
あ
る
カ
リ
ン

ポ
ン
の
町
も
、
長
期
滞
在
に
向

い
た
静
か

な
リ
ゾ
ー
ト
。
買
物
も
楽
し

い
思

い
出

に

な
る
で
し
ょ
う
。

〔註
〕
シ
ッ
キ
ム
入
境
の
場
合
は
イ
ン
ド

の
ビ
ザ
と
は
別

に
特
別
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
エ
ア

・
イ

ン
デ
ィ
ア
に
お
問

い

合
せ
く
だ
さ

い
。

ガ
ル
ワ
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ガ
ル
ワ
ル
地
区

は
、

デ
リ
ー
の
北
束
約

４
０
０
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
１
９
７
４

年
７
月
か
ら
外
国
人
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
ダ
デ
ビ
ー
（７
８
１
６

ｍ
）
や
、
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
近
く
に
あ
る
と
ン
ズ
ー
教

の
聖
地
を
た
ず
ね
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、

高
山
植
物
の
宝
庫
″花
の
谷
″
や
４
０
０
０

ｍ
を
こ
す
山
岳
湖

へ
の
旅
が
楽
し
め
ま
す
。
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日印合同カシミール・ ヒマラヤ遠征隊。 ガル ワール・ ヒマラヤ遠征隊

1973年 にネパール ・ ヒマラヤのカンジェラルワ遠征隊以来,HAAJの 派遣した 4つ の遠征隊がすべ

てユニークな地域で地道に成果を上げ,無事故で活動を終えていることは喜ばしいことです。 1975年両
隊の動きは既に「 ヒマラヤ」誌上で刻々お伝えしてきましたが, ここに遠征のあらましを帰国速報とし
て総集しました。

1975年日印合同カシミール・ ヒマラヤ遠征隊

遠征実施 にい たるまで

計 画 の 成 立

インド,特にカシミールとHAAJと の関係は ,

1971年のカ シミール隊によって強化 された。その

後,ハ スナイン博士を軸 としての交流が活発 とな

り,HAAJの専門研 としての ラダック研究会はそ

の中核となって継続的な活動がなされてきた。

カシミール・ ヒマラヤの盟主,ヌ ン・ クンヘの

遠征が意識されたのは当然の成 り行 きであった。

しかしなが ら,イ ンナー・ラインによって通常の

方法では実現不可能であることか ら,仲 々現実化

されるに至 らなかった。1974年の ラムジュン・ ヒ

マール遠征が決定 され,精力的な準備が成される

と共に,そ の次のプランをどうするかが問題にな

っていた。1973年 9月 の富山ヒマラヤ集会では ラ

ダ ック研担当の空理事か ら初めてヌン・クン遠征

計画が提案 されたが決定には至 らなかった。1973

年末のラムジュン隊強化合宿での ミーティングで

は更に熱を帯びて計画が検討 された。そして 19z
年 2月 の河口湖研究会で 1975年実施が EXP研 グ

ループ内の意向として決定され,そ の年のHAAJ
の総会で正式 に承認 された。

折から沖 (前専務理事)は インド留学中で,カ シ

ミール側関係者 との接触 を通 じて非常 に有効な情

報をもたらしていた。当初提出したHAAJ単独隊

による申請はインド山岳財団 (以下 IMFと 記す)

か ら却下された。残 る方法はカシ ミール登山局と

の合同隊であったが,種々の面倒さが予想された。

しかし,合同隊の試みは今後のHAAJに とって有

効な方策であるという大局的見地 に立って検討さ

れた。その結果,困難を承知で合同に踏みきり,

カシミール側に主導権をおく形で許可取得に当る

ことになった。7月 下旬に総括責任者の清水澄が

インドに飛び,沖,空 らと共に合同に関する具体

的交渉を行なった。日本側予定 メンバー表が渡さ

れ,以後 IMFと の交渉はカシミール側に移行さ

れた。

定 まらぬイ ン ド側 の態 度 に苦慮

10月 ,増田専務理事がカシミール側責任者と会

談,正式許可がこの月に IMFか ら交付 された。

公募 した隊員の選考がなされ,11月 以後具体的な

準備が開始された。 しかし, 日本側 にとってはカ

シミール側の意向が もう一つ不明であり,合同に

関する詳 しい取 り決 めも遅れてい ることが準備上

の障害であった。それに当時平行 して進められて

いたガルワール隊の許可が仲々下 りないとい う悩

み もあ った。これ らの局面打開のために,両隊総

括事務局の稲田定重理事が12月 末 に訪印した。登

山局長 との間に詳細なアグリー メントが締結 され

た。 カシ ミール側 メンパーが未決定 であることは

不安であったが,準備は進めなければならなかっ

た。

しかし,1974年 3月 に至 り,合同そのものが空

文化するような重大な計画修正がカシミール側か

らもた らされた。けれ ど,この時点では隊荷の調

達,梱包は完了し船積に入っていた。ともか くタ

クティクスに関しては急 ざ修正された。

- 1 -



出 発 の 大 巾 遅 れ

日本側隊員は4月 下旬に羽田を発つ予定であっ

た。ところが思 い もかけぬインド・ ビザ(入国

査証 )に関しての トラブルが発生し,出発に待っ

たがかけられた。局面打開の方策は種々なされた

がダメであった。しかし,後にガルワール計画を

ひかえて装備の共用が予定されていたので,いた

ずらに待つわけには行かなかった。 5月 11日 西郡

隊長が解決のためにインドに向かった。デリー及

びカシ ミールで考えられる限りの努力がされたが

事態は非常に困難であった。全員の ビザが下りた

のは 7月 7日 であった。 7月 17日 に本隊は漸 く出

発に こぎつけた。 この間,実 に長い日々であった。

出発の遅れは登山期間の縮少に結びつ き,現地

での登山行動にはかり知れない影響を与 えること

になった。

以上の経過を通 じて,合同隊の難しさ,渉外の

方法など数え切れないほ どの教訓を得 ることが出

来たが,こ れ らは,いつか きっと生か され る機会

もあ るものと思 う。 (遠征隊事務局 稲田定重 )

1975年日印合同カシミール遠征隊

<は じめに>
1975年,日 本・ インド合同カシ ミール遠征隊は,

1974年 10月 10日 をもって全隊員が無事帰国し,隊

の活動は一応終了 しました。現在,国内での残務

整理を続けておりますが,こ の遠征の準備 を含め

て,登山活動から帰国に至 るまで,HAAJ会員の

皆さんをはじめ関係各位からなみなみならぬご協

力, こ1援助をいただきまして感謝の言葉 もあ りま

せん。

特にこの遠征では準備段階か ら予想しなかった

障害に遭 ったうえ,登山では目標としたヌンの登

頂を果せずに帰国しなければな らなかったなど,

ご期待に添えなかった点は,はなはだ残念で,力

不足を反省 し,申 し訳なく存 じてお ります。

慰 めと申しては失礼ですが,こ の遠征を通 じて

得たさまざまな経験 を,今後のHAAJの活動 や,

日常生活の中で少しでも役立つ ものにしようと全

隊員が確認 しつつ帰国したことでありました。

この遠征に際して寄せられた各位の こコ好意に改

めて感謝を申し上げつつ,以下遠征の概要報告 と

いたします。

<隊 の構 成>

隊 長  西 郡 光 昭

副隊長  (登攀隊長 )

隊 員  田 中 重 義

35才

山 森 欣 -31才
28才

概要報告(1)… …主として先発隊の行動

保 坂 昭 憲 28才

山 田 正 弘 28才

清 水 正 雄 27才

鈴 木 康 志 23才

イン ド側隊員 M.ア スラム・ ライグルー 20才

(カ シ ミール州政府登山局インストラクター
)

連絡将校 P.ス ッパ 25才 (イ ンド陸軍,山岳兵

学校教官 ), シェルパ 4名 。

以上であるが,こ の うち西郡は, 日程の延びと

体暇の都合上,登山には参加できずに帰国。実質

的隊長 には山森があたった。なお当初,登攀隊長

として参加の予定であった,空昌昭は健康がす ぐ

れず参加を取 り止めたものである。

<隊 荷 の通関・ 輸 送>

4月 下旬,先発隊(2名 ), 5月 初旬,本隊 (5

名 )の 出発予定は, インドの入国査証が取れぬま

ま西郡を除く6名 が出発できず別途 ビザ申請して

取得した西郡のみ取 り敢えず出発することとし,

5月 11日 インド航空にて離日した。先発隊の任務

は,先に海路輸送した隊荷のボンペイにおける通

関,他の隊員のビザ発行についての交渉,登山活

動に必要なカシミール州政府登山局との準備交渉

などであった。

以下,西部の先発から7月 17日 本隊合流までの

長かったインドでの交渉の主なものを記すことに

する。
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5月 12日   早速,IMF,在 インド日本大使館

を訪ね,今後の隊の行動 について協力を要請す る

とともに隊員の入国査証の発行 について実状を説

明し協力 を要請したが,具体的 な協力は得 られな

かった。

5月 14日   すでに到着してい るはずの隊荷の

通関とスリナガールまでの輸送の 目的でボンベィ

ヘ飛ぶ。その後通関の手続 きや運送業者のス トラ

イキなどがあって難儀。

5月 26日   ボンベイ滞在 13日 目にしてようや

く総重量 5ト ンにのぼる隊荷 を運び出すことがで

きた。

5月 27日   隊荷 ボンベイ発。 トラックにてス

リナガールヘ (こ の隊荷はHAAJガルワール遠征

隊の資材と同一梱包 にしてあったが,と りあえず

ス リナガールまで運ぶ ことにした ものである ),

西郡はニュー・ デリーの日本大使館向け回送の乗

用車に便乗 して出発。ボンベイ滞在中は, 日本領

事館の皆 さん, 日本人学校の先生 がたに大変 ご迷

惑をおかけした。記して多謝。

5月 29日   1500腕 を走破 して ニュー・ デリー

着。 ビザを取得したとの連絡は未だなく,当地で

の本格的交渉に入 らなければならない。まず,柴
田会長,沖前専務理事の紹介で, ニュー・ デリー

で陶器会社 を経営するKoP.カ プール氏 とその部

下,ToR.ア インギャル氏を通 してイン ド中央政

府内務省 と交渉したが, ビザの件は全 く振 り出し

に戻ってい ることが判 った。

問題点は, ビザの発行は,登山隊一 IMF― 内

務省と手続 きが進むべ きところ,我 々の場合はカ

シミール側 との合同遠征とい うこともあって,手
続きは我々とカシミール州政府登山局 との連絡 だ

けで,特に参加隊員が最終的 に決定 してか らは ,

カシミール州政府から, IMFに も内務省に もメ

ンパーリス トの写しも届いてい ないことによるも

のであった。いたしかたなく,改 めて最終的な隊

員の リス トを提出して,早急に善処願いたい旨頼

み込む。

この間,無線機の使用許可書 を取得した。

<カ シ ミー ル側 との打 合 せ 。
そ し て,偵察 に カル ギル ヘ>

6月 5日   隊荷のスリナガール到着確認, ガ

ルワール隊資材のニュー・デリーヘの輸送,ス リ

ナガールでの事前交渉,シ ェルパの雇用などの目

的でス リナガールヘ飛ぶ。当地か ら隊員 として参

加することになってい るM.ア スラム .ラ イグル

ー,連絡将校 に決定 しているP.ス ッバ大尉その

他関係者 と会い,必要 な手続 きについて打合わせ

を行 う。 シェルパ雇用の段取 りも済んだが,現地

へのアプローチについては知 らない ことが多いの

で,急拠,途中まで情報収集に出かけることにす

る。

6月 8日  スリナガール発,山岳道路を借 り

切 りの ジープで約 200腕 走 ってカルギルヘ。 ここ

で目指す ヌン・ クン山塊へのアプローチについて

情報を集める。

我々の 目指すヌン・ クンヘの アプローチはここ,

カルギルからスル河沿いに南下し, ヌン・ クンか

ら流れ出るパルカチック氷河(仮称)を登山路に選

んで登 るとい うものであったが, カルギルやこの

周辺の識者の意見によれば,パルカチ ック氷河か

らヌン・ クンヘのルー トは途中に大 きな氷瀑がか

かっていて危険だとい う。且 ってインドの登山隊

をはじめ,他の外国隊によって幾度か試み られて

いるがいずれも断念しているとのことであった。

私達 もこの氷瀑が並々ならぬものであり,相当な

困難は覚悟の上ではあったが, この暗い情報に考

え込まざるを得なかった。その他 トラックの手配,

ポーター雇用などについては明るい事情が得られ

た。シ ェルパの雇用については連絡将校が近日中

にダージリンヘ飛び,確保に当ることにして 6月 11

日スリナガール経由にてニュー・デリーヘ帰った。

隊荷は 6月 10日 無事スリナガールに到着したので

保管を登山局に依頼した。

<難 行 す る ピザ 発 給 問 題 >

6月 11日   日本からビザ取得の連絡は未だな

い。連 日,登山の窓口である IMFへ出向いては

協力を願い出ているが,今日は事務局のM.ラ ム

氏いわく「 6月 2日 , ビザ発行かた速やかに在日

インド大使館へ連絡 されたい旨内務省へ督促した」。

日本で も山森副隊長 を中心 としてイ ンド大使館 と

の交渉 に忙 しい毎日のようであるが,イ ンドサイ

ドで もこの猛暑の中,打つ手は もうな く,あ とは

運を天 にまかすより仕方がない。予定よ り 1カ 月

以上 もの遅れで,今後の日程とそれにともなって

生じる支障を想い,い っそのこと中止にしようか

とも考 えるが,勤務の都合などをなんとかや りく
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りして待機 している隊員の顔がつぎつぎに瞼 にう

かんでその考 えを否定す る。

ニュー・デリーではガ ンジー首相の選挙違反間

題などで何 となく騒然 としてい るが,モ ンスーン

の北上 も報じられ,富山県上市峰窓会隊 (隊長 ,

田辺郁夫・HAAJ会員 )が難峰カランカ(6931解 )

の初登頂を見事果して下山して くるのに出会 った

りしてい ると日程の遅れに心中おだやかならざる

を感じる。

滞在 日数の延びて行 く間, ジャナカプリにある

HAAJ事務所の整備 を,上市隊隊員や事務所の管

理 を願 っているK。 チ ャンド氏の力を借 りて済ま

せ る。

6月 30日

この間明 るい見通しは未だ もた らされなかった。

カシミール側への経過説明 とシェルパのその後の

様子を把握する目的で再びスリナガールヘ飛ぶ。

カシミール観光局の関係者の尽力で中央政庁ヘ

の依頼状などご協力を得, フラをもつかむ気持で

デ リーヘ帰 る。

シェルパはヌン・ クン経験者を含めて 4名 がス

リナガールで待機中であ った。

7月 4日

今 日で IMFへの顔出しは何度目になるだろう

か。 IMF経 由で内務省ヘ ビザ発行の進行状況を

たずねて貰 ってすっか り驚 いてしまった。最近 ビ

ザ発行に関する規則の改正があ り,登山を目的 と

してイン ドヘ入国する場合は,従来のようなツー

リストビザではなく,登山のための特別な ビザを

取得しなければならないとい うことであった。従

って改めて申請し直さなければな らないとい うこ

とであった。

これは大変なことにな った。改 めて申請し直す

となるとビザの取得まで今後 さらに 1～ 2カ 月は

かかるだろ うし,東京の インド大使館では,い っ

たん“ツーリス ト"で申請 しておいたものを “登

山 "に変更 し直すことはできないと言明している

のである。

この言葉を聞いて,日 の前がまっ暗になる感じ

であった。

思い直して,カ シミール観光局の紹介状を もっ

て外務省へ出向き,事情 を話 して協力かたをお願

いした。

もう半ばゃけっぱちであった。こんなに日程が

遅れたのではポスト・モンスーンまで延期するよ

り方法がないのではないかとも思ってみたが,隊

荷を西郡名儀で輸入してあるし,そ のことは西郡

のパスポートに記入されているので日本で待機し

ている隊員が入国して記事の書き換えをしないこ

とには西郡は帰国できないのであった。まさか在

インド日本大使館にこの肩代りをお願いす るわけ

には行かない。更に悪いことには,我々の隊のあ

とスウェーデン隊がヌン峰に登山することになり,

すでに許可を得ていると聞けばこのまま何 とか押

して行 くより仕方がないとの結論に行きついてし

まうのであった。

その後,イ ンド外務省・パブリシテ ィ。デビジ

ョンのお世話で,内務省か ら在日インド大使館あ

てビザ発行についての善処かたについてテレック

スをうってもらうことになった。

<待 望 の ビザ 下 り る 。 本 隊 到着 >

7月 16日

東京の山森副隊長か らの電話で今 日や っとビザ

がお りたことを知る。思わず溜息が出た。インド滞

在 2カ 月 もとうに過ぎて,や っと本隊を迎 えるこ

とがで きる。灼熱のデリー, ボンベイは登山とは

無縁な環境のように思えたが,ただただ登山の準

備のため,本 隊受け入れのための日々で あった。

ともか く残 る 6名の金隊員が渡印できるのだから

粘 った甲斐があったとい うものだ。しか し,西郡

の勤務上許された休暇は とうてい登山に充てる分

は残 っていないのが残念であった。

隊員 は結局, “ツー リス ト・ ビザ "か ら“エン

トリー・ ビザ "へ再申請して ビザを取得 したのだ。

西郡がこれ以上休暇を延ばすことがで きないこ

とについては,その強化のために富山上市隊の小

馬隊員に参加して もらう案 も出たが,諸般の事情

で取 り止 めることになった。上市峰窓会の方々に

は大変 ご迷惑をおかけした。記して感謝 申し上げ

たい。

7月 17日

夜おそく, 6名の隊員の元気な姿をデ リー空港

に迎えた時にはさすがにホッとしたが , これ まで

さん ざん苦労したのだか ら,頂上 も登 って帰 りた

い ものだと,休暇の期限が 7月 いっぱいでそれも

不如意 な自分の事情か ら隊員達に申し訳ない気持

が こみ上げる。気を取 り直して通関を済 ませ,ホ
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テルで 7名が揃 ったことをとにか く喜ぶ。

7月 18日

明日 5名 がス リナガールヘ発つことになってい

るので,飛行機の予約 ,通関の残務,HAAJ事務

所 にデポしてある資材の再点検,お世話 になった

方々への挨拶まわ りと仕事を分担 して進 める。

<全 員 ス リナガール 集 結 。隊 長 の帰 国 >
7月 19日

いよいよスリナガールヘ。観光局の関係者への

あいさつや記者会見などで忙しい。早速現地購入

資材の検討を進めるが, 日本で考えていたものと,

シェルパも含めたインド側 メンパーの考えとでは

細部に亘るとなかなか意見が一致せず苦労する。
デリーに残った清水 (正雄),鈴 木の 2名 も

"日には到着して登山の準備はいよいよ本格的になっ

てきた。

西郡は,ス リナガールから先の日程について,

山森副隊長に隊長代行を頼み,こ れ には隊員 も,

カシミール観光局の担当者も同情しつつ了解して

くれた。

7月 23日

隊荷はトラックで早朝に出発したが,隊員をの

せたジープがスリナガールを出発したのはもう昼

近 くであった。

全員を見送 ってから, 1人取 り残されたような

淋しさをふり切るようにその日のうちにデリー着。
7月 24日

デリー発,香港経由で25日 東京へ帰った。何と

も残念な 2カ 月半のインド滞在であった。

(隊長 西郡光昭 )

窺愁Bイ ンドヒマラヤ登山の申請方法8激B
1975年 にインドヒマラヤに登山した外国隊は ,

HAAJの隊だけでな く, どの隊 も大な り小な り登

山許可, ビザなどで トラブルがあった。 これを若

千で もスムーズにするためにと IMFは概略次の

よ うな申請方法を決めた。

①登山しようとする山名と高度 (第 2希望,第 3

希望なども記入しておくこと )

②ルー ト図 (ア プローチも含む )

①登山期間 (イ ンドヘの入国,出国月日を明記 )

④主催団体 ⑤ビザ申請月日(観光ビザでは駄目

で登山のための滞在 ビザを取得すること )

⑥隊長,隊員の氏名,登山歴,パ スポートの詳細

⑦無線機使用の有無 ③登山装備表 (消耗品と持

帰 り品に分けること )⑨輸入許可申請書を用意

⑩リエゾンオフィサーのデリー以遠の交通費,滞
在費約 1,000R sを 見込むこと。保険もかけること

(約 350R s)①登山申請書は 6カ 月以前に IM
Fへ送ること ⑫登山申請料として 1,0∞ Rsを I

MFへ支払うこと

などである。正式文書は「 ヒマラヤ」第47号に

載せてあるので参照されたい。とにかく,少なく

とも6カ 月前に登山申請, ビザの申請をすること

が必須ということである。       (0)

ッ
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ベース 。キャンプにて

前列 左からM.ア スラム,保坂,一人 おいて山森
後列 左か ら一人おいて田中,一人おいて山田,

清水,一人おいて P.ス ッバ   `
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<BC建 設 ,北稜 にルー トを取 る>

7月 25日

パ ンニカル着。 23日 のス リナガール出発以来,

予定通 りに行程が進まず難儀する。隊荷輸送の手

段がポーターになった り,ポ ニーにな った り,果

ては トラックになった りでその度に議論がおきる。

しかし,セ ンティク氷河入日の ,1972年 インド隊

のベースキャンプ(以下 BC)往復 などをして,

今後のルー トの検討 をすることがで きた。

7月 30日

標高4100″ にこの隊の BCを 設営する。これか

ら目指す ヌンの登山がはじまることになる。 BC
から上の資材の輸送 に10名 の現地 ポーターを雇う

ことにした。思えば長い道程であったが,BC建
設を祝 してささやかに乾杯。

8月 1日

保坂,ア スラム, シェルパの ミンマは 9名のポ

ーターを率いて第 1キ ャンプ(以下 Cl,キ ャンプ

は C″ と記す)を建設,高度は約4840″ ,D41と い

うピークの北西面に落 ちるセンテ ィク氷河の右峯

で,前記 インド隊の前進 ベース 。キャンプとほぼ

同じ位置で,仲々快適である。

8月 4日

天候が安定せず BCでは時々雨に降 られた りし

たが,今日の荷上げで Clへの輸送は完了 した。

Cl・ C2間では 150″ ほどのロープ固定が必要で

あった。

8月 5日

保坂, アスラム, こンマで高度 5280%に待望の

C2を設営する。ここからヌンの北稜 と西面が見

えた。

これまでの隊員の体調は概ね次のとお りであっ

た。

山森 ;7月 31日 Cl予定地 まで登 ったためか激

度の頭痛 , 8月 2日 頃か ら唇が割れ,夜

も眠れないほど。

田中 ;C2ルートエ作時に激 しい頭痛。

保坂 ;過労 も加わって顔のむくみ。

山田 ;食欲,睡眠 ともに旺盛。

山森副隊長のヌン クン通信か ら

概要報告(2)… …本隊行動記録

NUN KUN全 容

NUN 7135解 (中央 )K〔N7077″
(左端 )と パルカチ ック氷河

清水 ;偏 食のせいか常時下痢。

鈴木 ;8月 3日 Cl入 りする時に吐き気 と頭痛。

8月 6日

C2よ り上部のルー トについて次のとお り決定

す る。

(1)8月 20日 迄北稜ルートを攻める。

(2)8月 21日 以降は西稜へ転進。

8月 9日

このところ天候悪 く, 3日 間雨や雪に降 られて

思 うような行動ができない。

今 日は山森が ミンマを連れていよいよ北稜を目

指す。岩尾根を越えるとヒドン・ クレバスの危険

のある雪原 とな り,案の定通過不可能なクレバス

に行 く手を阻まれたので西壁中部にあるセラック

帯の左端までまわり,こ こにC3を建設する。高

度

『

80″。

<C3設 置 ,悪 天 と雪 崩 ,遂 に北稜 に出る>

8月 13日

C3か ら上部は急な雪壁となっているので,か

なりのロープを固定する必要がある。北稜を狙 う

我々の行動 もいよいよ核心に入って来た感じがす

る。山森,保坂, ミンマがC3に入って更にルー

トをのばし,田中,ア スラムをC3入 りさせよう

と考えていた矢先,各キ ャンプとも雨と雪に見舞

われ行動中止。セラック帯か らの雪崩が心配だと

篤
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思 ったとたん, C3と C4へのルー トが雪崩 に襲

われた。幸いテントに被害はなく逃げた C3の 3

名 一 山森,保坂, ミンマが多少流 された程度で

済んだ。

8月 16日

山森は今日からC2に定着して指揮をとること

にする。保坂,清水 はC3へo C2へ上 った山亀

アスラムはc4への ルー トエ作。田中は頭痛ひど

くC3にて休養。 この 日は北稜へ出て貰いたか っ

たが,案に相違 して稜線までは達しなかった。

8月 17日

保坂, アスラムのルー トエ作隊は遂に北稜に出

て くれた。そして大雪庇の上部,標高約63∞″地

点にC4を設営。

夜,今後のアタック体制を発表。

アタック oメ ンパーには田中を リーダーに保坂

アスラムの 3名。 これ ら3名のサポー トに山田と

シェルパの カルマをあてることにした。

8月 18日

保坂, アスラムは c4入 り後頂上へのルー トエ

作 をすすめる。山田,カ ルマは C4へ荷上 げした

後 C3へ下る。田中は体調悪かったが頑張 って遅

れて C4入 り。

8月 19日

いよいよアタックだ。 アタック隊はス トープの

トラブルのため出発が遅れて 5時 となったが,フ

ィックスエ作 をしなが ら頂上岩壁へ と進んで行 く。

田中はゃはり身体が思 うように動かない らしい。

固定 ロープの最終点から引き返した。

14時 40分,保坂, アスラムの 2名は遂 に頂稜へ

出た。後は緩い雪稜をたどるだけだが, しかし,

2名の努力 もこれまでであった。ほとんど 1人

で ラッセルをしつづけた保坂は疲労 も極度に達 し

ていた。

15時 30分,帰幕の命令を下す。最高到達点は高

度計 によれば約6700″。これですべては終 りだ力ヽ

目指 した北稜は実質的 に トレースされたのだ。せ

めて もの慰めといえようか。

8月 20日

今 日は雪でヌンは見えない。昨日アタック・ メ

ンパーを帰幕させておいて良かった とホ ッとする。

しか し,こ れまでの経過 と今後のことについて様

様な想いが胸を去来する。 14時過 ぎ保坂が C2ヘ
帰 って来た。泣いてわびる彼の姿に胸に迫 るもの

を感 じる。これで全員が C2に揃 った ことになる。

8月 21日

各 キャンプを次々にたたんで BCへ帰 る。登頂

が果せなかったのは山森のとった指揮に至 らない

点のあったことが原因だと反省するが, ともかく

全員無事に,再び BCに集まることがで きたこと

で安心できた。

<撤 収 。 帰 国 >

8月 24日

トラックでカルギルに隊員,隊荷 とも到着。

明か るい陽差 しの中で装備の再梱包等,最後の

残務整理に精を出す。

カルギルは旅愁を誘 う街である。岩山に囲まれ

た盆地のような感 じだが,日本ではみられない風

景 と雰囲気である。中央アジアのにおい とは この

ような感じなのだろうか………。

8月 27日
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田中,保坂はシェルパを連れて, ラダックのレ

ー,ザ スカール,キ ュシュトワールの トレッキン

グに出発 した。

残 った隊員は隊荷 ともどもスリナガールヘの帰

路 につ き夕刻ス リナガールに到着。

9月 2日

隊員,ニ ュー・デ リー着。

9月 10日

別送した隊荷が ニュー・デリー着。

以後,隊荷輸送やお世話いただいた関係機関に

あいさつを済ませ,各自の予定で各地 をまわ り,

最終 メンパーは 10月 10日帰国した。

各隊員の行動概要は次の通 り。

山森 ;ネ パールヘ, カ トマンズ経由 アンナプル

ナ周辺の トレッキングの後,再び インド

に戻 り帰国。

田中 ;保坂 ;レ ーか ら帰 ったあと,イ ンド国内,

アグラ,ベ ナレス,ダージリンをまわ り

ネパールの カ トマンズ経由にて帰国。

山田 ;デ リーか ら香港経由帰国。

鈴木 ;デ リーか らマナリ周辺 をまわ り再びデリ

ーに帰 り,後帰国。

清水 ;デ リーか ら帰国。

*        *        *

以上が本遠征隊の行動のあらましです。多くの

方 々に, さまざまな面でご心配,ご迷惑 をおかけ

しましたことを改 めて謝し, とり敢えずの ご報告

といたします。

なお,こ の遠征の詳細 な報告書を作製すべ く現

在,編集に鋭意 つとめてお りますのでご利用いた

だきたく,あ らかじめお願い申し上げる次第です。

(副 隊長 山森欣一 )

ルートは左の稜線の下に沿って登り,頂稜
岩壁帯を突破している

HAAJ 1976 ヒマ ラヤ・ツア ー

お問合せお申し込みは下記ヘ ー 打合せは毎月第 1,第 4金曜日の東京定例集会 (於 :HAAJ東京事務所)

な どヒマラヤ集会で。
主催 い トラベル日本 (一般登録67号 )〒 100東京都千代田区有楽町2-2-1ラクチョウうレ5F(
企画・後援 HAAJoフロンティア〒164東京都中野区中央鋼T148-15沢本ゆレlF

出 発 日 地 域 。 ツ ア ー 名 期間(日 ) 費用 (千円) 〆切 日 定 員 略   名

4 F25A

7 E25A

8月 8日

nE26A

ガルワルの旅

ガルワル・ トレッキング

小チベ ット・ラダ ック

ザスカール

カシミールの旅

アフガニスタン

ファ ミリーツアー,カ シミールの旅

ネパールの旅

ガイ ドつ きネパールの旅

ファ ミリーツアー, ネパールの旅

ファミリーツアー,ガ ルワルの旅

ネパール・ トレッキング

山里先生 とネパール・ トレッキング

ァッサム 。シッキム調査隊

ビルマとダージリン

15

28

28

28

14

14

※ 14

14

14

※ 14

※ 14

28

※ 28

※ 28

14

363

449

386

356

389

398

353

275

357

333

333

275

478

約 400

363

3月 末

3月 末

5月 末

5月 末

6月 末

6月 末

6月 末

9月 末

9月 末

9月 末

9月 末

9月 末

5月 末

5月 末

9月 末

20

m

20

20

20

20

40

20

20

40

40

20

20

20

20

GAEWAL
KUMAON
TIBET
Z ASKAR
KASIIM I R

AFG AN
SRINAGAR
DURGA
KUND
NEPAL
RANI
MODI
PIC TURE
ASSAM
PAGODA

上記の 日程や費用 は51年 1月 1日 を基準 としてお り,航空料,現地の都合で予告な く変更す ることが
あ ります。詳 しい日程表 などがあ りますのでご請求 下 さい。 (※ 印はHAAJ会 員のみ参加可 )
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Nun(7135m)ア タック記

8月 18日 (ア タ ック前 日)(晴 )

朝 8時,個人装備 を背負い,明 日のアタックを

胸 に秘 めて C3を 出発する。保坂, アスラム,田

中の 3名思い思いのスタイルである。田中はここ

4,5日 喰 ったものは吐いてしまって,高度障害が

ひどく出ているようだったのでC4へだけは行 こ

うと少し気弱であ る。アスラムに,C4へ 早 く着

いたら上部 200″ のルートエ作をす る予定 である

旨を伝えて,昨 日オープンした C`へ向 う。

12時, C4に着 く。抜けるような空の青さと,

アイスとロックの ミックスされた上部のルー トを

眼で追 う。 この上方で,ルー トは 3つ考 えられ る

が, アイスルート伝いに行けば 3時間で岩壁バン

ドに出 られそうである。 5時 間あれば最後の頂稜

に抜け られそ うで,そ うすれば ピークは大丈夫と

読み,そ の旨をC2に知らせ る。私の声に,C2
か らの応答 も心なしか うわずって聞える。そして

少しでも明 日が楽にな るように,重い足をひきず

りながら登 って行 く。アスラムはぃやな顔 をして

いたが, ``頂 上へ行 くのは我々だけなんだから…

・・・"と 説得 し, 100%の フィックス用 ロープ 2本

を工作 して下 りる。

このルー トは,取付部が深雪で,上部 100″ は

ブルー・ アィスまたはその上に薄い雪が乗ったい

やなルー トである。 アイゼンの出歯の部分で立ち

どうしなので,ア キ レス腱が痛い。 しかし,そ ん

なことは問題では ない。明 日生 きるための闘いが

始ま ったのだ。自分 を生かすのは自分しかいない。

自分の開いたルー トを登 るのみである。 4時間の

アルバイ トの末,帰幕する。

<雪 と霧 ,岩壁帯を突破 。幻聴を聞 く>

8月 19日 , アタック(曇 り,霧のちくもり)

6300″ の朝は寒い。昨夜は満天の星が明日のラ

ッキーを約束するかのように光っていたが, 4時

30分 眼を覚して外に顔を出すと星はなく,冷たい

風がテントに吹き込んで来た。「チキショゥ,つ
いちゃいねぇ」。

ストープをプレヒートしていた田中が, 1時間

以上も修理にとり組んでいたが,結局うまくいか

ずあきらめた。コップー杯の水だけでサラ ミと,

ゆであず きの缶詰を食べ る。食べ るとい うより,

むりや り押 し込 む感 じであった。 アス ラムも,日

本食には最後までなじめなかった らしく,カ レー

以外は,無理に押 し込 む感じである。

昨夜の うちに装備分担 していたので,そ れぞれ

のザ ックにしまい込む。アタックにしては重いな

あと思いなが らも, しかし, 2つの岩壁帯 を突破

する必要最小限の装備は背負わなければならない。

5時,未だ明けや らぬ外へ出て行 く。昨日200

″フィックスしておいたので,そ こまではハイピ

ッチで行けると思 っていたが,ル ー トは予想外に

ラッセルを強 いられることにな って しまうし,上
部 は霧で見えず,霧 と雪が我々の視界を奪 ってし

まっていた。しかし,我々に残 され た道は上へ登

ることしかないのであった。胸までの ラッセルを

し,ザ イルが延びず,不安がつの る中を進む。体

調の悪い田中が, フィックスの終了 点まで来たと

ころで,下 りたいと言って来たが, ロープがなく

なるまで頑張れとはげます。 しかし,彼の頑張 り

はそこまでであった。彼はそこか ら引 き返 して行

った。

雪 との格闘で体力は消耗 し, この霧の中, もし

かした ら登れないのではないか とい う不安感をむ

りや りかき消 して進んだ。そんな事を言 っていた

んでは ヌンは登れない と自分を叱咤激励する。

フ ィックス・ ロープがなくなる頃 ,下部岩壁帯

に着いた。この上はスタ ッカットで登 らなければ

ならない。登路 を探すとクーロアールがあ り, こ

れをアイス・ ハンマー とピッケルで突破 し(OZ)
アスラムを上げる。上部岩壁帯へと続 く雪の斜面

は,今にも雪崩れそ うな深雪をかぶ ってい たが,

悪戦苦斗の末,ダマシダマシ登った。

上部岩壁帯はハング気味で手 ごわかったが,凹
状部や上部テムニー状の クーロアールにルー トを

取 って登 る。突然そこで幻聴を聞いた 一 「保坂

よく来 た,こ こまで来 たのだから岩 を登れ」 と呼

びかけてい る。ひとりでに岩をつかんでいた。ハ

ッとして体制をたてなおす。 これは私の うちなる

幻 との対話であった。
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<く や し涙・ 頂上直下 無念 の退却 >

そ うこうしてい るうちにクー ロアールを突破し

雪原へ出た。この雪の斜面を登れば頂上があるは

ずだ。後続のアスラムを上げる。彼は,ス タッカ

ットの メイン・ザイルに自分のユマールをつけて

登 って来る。 日本では考 えられないス タイルだと

ガ ッカ リする。体の疲労がはげしく,こ れ以上 ト

ップをやれない状態になってしまった。 アスラム

に トップを交代して くれ と言うが出来ない と断わ

られ る。エクスペディシ ョンでは 1+1=4と な

るチーム・ ヮークが必要だとい うのに, このアタ

ックは 1+1=1の 力 しか発揮できない。残念で

ある。

C3の山森副隊長 を, トランシーバーで呼び出

して現状を報告する。 ビバークも考えたが今の状

態では,疲労 と衰退がはげしく,頂上を踏むため

には得策ではないと思われるし,今朝のス トープ

の故障で喰うや喰わずで過 ごさなければな らなく

なる。それに私 1人 でこのルー トをラッセルして

頂上に導くことは とて も無理のよ うだ。高度計は

意外にも6700解 を指 していて,こ の上未だ 4∞ ″

の高度が残 っている。 このようなファクターが我

々をこの地点に釘づけにしてしまったのだった。

頂上を目前にしての くや しさと自分のふがいな

さに,つい涙が流れた。 ``す べては終 りか "瞬時

にして眼前が真暗にな り,こ の 1年 間取 り組んで

きたこの登山計画についての想いが浮んでは消え

る。そして隊員の働 きの結果が出る残酷 さ,そ の

途端 ,夢が消える冷酷さをここでかみしめなけれ

ばな らなかった。

頭の中は,隊員,隊長,HAAJの Ettedition

研究会,家族,ガルワール隊,職場の人たち……

色 々な顔が現われ,対話をして消えた。みんなに

済 まないと思 う気持 と, ``やれるとこまでやった

んだ ''と いう納得の気持 とが交錯した。

アスラムと 2人で泣 くしかない時間を過す。

これ ぐらいで簡単に登れるヒマラヤの山なら,

情熱 をかたむける価値が もともとないんだ,登れ

ないのが当然なのか も知れないと思 うと少 しは心

が休 まるが,く やし涙はやがて号泣 となってしま

う。山森副隊長の「保坂 しっか りしろ。ノ」「 ぉ前

がしっか りしなければ アスラムは無事には帰れな

いのだ。/」 とい うトランシーパーの声で,我 に帰

った。

そして何度 も頂稜をにらみつけなが ら下山にか

か った。スタカ ットでアスラムを下ろし下ろしし

なが ら 5時, C4に帰幕する。

帰路は雲の切れ間か ら,北稜やパルカチ ック氷

河の 2つ の氷河が青々と光 ってみえた。すば らし

かった。

<お わ りに>

北稜,そ れは我 が々日本から夢見ていた素晴し

いルー トだった。

頂 きは踏めなかったが,HAAJメ ンパーが力を

あわせてそこに挑んだ物語が終ろうとしていた。

隊の広域的編成,イ ンドとの ジョイント,メ ン

バーの変更, ビザの 2カ 月遅れ等々の障害 ファク

ターを乗 り越えて切 り開いた道だったが , もう一

歩のところだった。これ らの努力が,後々,成功

した ときよりも尊い礎になれば幸いなことだ。我

々隊員はヌン・ クンで学んだことを大切 にして行

うではないか。

我々がここまで来 られたうらには計 り知れない

蔭の力のあ ったことを隊員すべてが知ってい る。

インドの アプローチでお世話になった人々も含め

てすべての方々に隊員一同多謝。

(隊員 保坂昭憲 )

NUN北 稜 (中央,左上へ斜上する稜 )

最高到達地点は頂稜を発ほど行った地点

(編注 :写 真から判断すると7∞0%近い)

彗=小 須 田義治写真展審 議露曽==曽誌

「 ネパールで出会った人たち」

期間 3月 25日 ～31日  午前10時～午後 9時

会場 東京 。新宿ステーションビル2階西側廻廊
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書 名 。 発 行 年 な ど 発 行 所 な ど 頒  価 送 料
ミルサ ミールからファラクサールヘ    1970年 名城大学 ヒマラヤ調査隊 600円 100円
カシ ミール とラダ ック Le74+ 900

第 3回東北 ヒマラヤ研究会報告書 ヒマラヤ研究Ⅷ H A A J 1,400

EXPEDIT10N I ヒマラヤ研究 測 2,000 300

秘境小チベ ット・ ラダック (地図つき) 2,400 300

第 2回 東北 ヒマラヤ研究会報告書 ヒマラヤ研究 Ⅳ 1,100 300

HAAJガ ンジロパ隊帰国報告書 300

海外登山研究会資料Ⅳ   マカルー交信記録,他 J A C 1,000 200
東 海 山 岳 Ⅱ 800 100

東 海 山 岳 Ⅲ 2,500 300
チベ ットとラダック H A A J 1,000 200
カシミールの街 と山 i t** tv,':Dffi. 各 600
ヒマラヤの桃源境,ブータン・ シッキム・ ァッサム 2,200

ヒマラヤを歩 き登るために,第 4,5回 東 ヒマラヤ研報告 2,400 300

●

ヒマラヤ関係の ものが出版 され ましたら紹介 しますので,名古屋事務所へ 1冊 お送 り下さい。

「 ヒマラヤ通信」「 ヒマラヤ」バックナンバーは下記のものしか残部がありません。
第 1号 (20円 ),第 2号 (20円 ),第 9号 (50円 ),第 17号 (1"円),台本製本用紙("0円 ),第 20～第52号

(た だし, 27,35,36,38,9,42は 品切)。 各送料共 400円 に割引。会員のみにしかお分けできません。
東京 。名古屋事務所へ取 りに来ていただけると送料分だけ安くなります。各地で開くヒマラヤ集会に

もできるだけ持参します。注文は先着順に受付。通信での申込は代金を添えて下さい。
〒 468 名古屋市天自区一つ山 1-44-7 ⅡAAJ名古屋事務所 郵便振替 名古屋 21645番
銀行振込 東海銀行鳴子支店 133-2"番 「 日本 ヒマラヤ山岳協会」 《注 :図書券は 4月 1日 より中止》
郵便振替振込用紙はどこの郵便局にもあ ります。送金料も安くて便利です。ご利用下さい。

<HAAJ東京事務所へのルート> 国電中央線中野駅南口下車。三菱銀行の左側,南 口商店街を抜け,中

野総合病院と中野郵便局の間の斜めの広い通 りを左へ入ります。途中「公会堂下」のバス停を通過し
(こ こまで中野駅,永福町,渋谷,新宿よリバスの便がある)4∞ ″位進むと左角に自動車屋があり,そ
こを右へまわって 200π 行った右側に「沢本 ビル」があります。中野駅からゆっくり歩いて15分 ほどで
す。HAAJ事務所はその 1階です。金曜,土曜 日の13時～20時まで担当の鈴木康志がいます。
<HAAJ名 古屋事務所へのルート>地 下鉄「新瑞橋 (あ らたまばし )」 下車。島田方面の循環線90番
のバスで「一つ山住宅口」下車。たばこ屋を左にまわり,小川病院を通 りぬけ,つ きあた りの道を右に
まわった 3軒 日,「沖」方です。
HAAJ出版物は下記の書店で扱ってもらっています。山の本を多くそろえ,親切にサービスしていた

だける書店です。HAAJの本だけでなく,本のことなら何で も相談し,利用して下さい。

本ヽ
ノ

月
“Ｖ
´

ヤラマヒ 資 料

Ｈ
Ａ
Ａ
Ｊ
出
版
物
特
約
取
扱
書
店

京都…

兵庫…

東京 ・̈

東京…

仙台…

名古屋

札幌…

広島…

岐阜…

福岡…

横浜…

・京都市下京区四条河原町東81

・宝塚市中州1丁目15-2逆瀬川うレ内
・千代田区神田駿河台2-1
・江戸川区西小岩5-18-Ю
・仙台市一番町2-3-32
・千種区千種駅前

中 央区南 3条西 3丁 目 4番衝
・広島市本通1-7(金座街 )

・岐阜市神田町通 り4

・福岡市中央区天神 2丁目9-110
.・鶴見区鶴見町3601(豊 岡通 り)
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海 南堂 (四条河原町電停角 )

大野屋書店

著渓ヽ堂 (お 茶の水駅前)

小林静生書店 (古書 もあ り)

丸善仙台

ち くさ正文館

成美堂 (札幌駅前通 り)

アカデ ミィ書店

自由書房

福岡金文堂 (新天町 )

西田書店 (古書 もあ り)

100

200

100

300



1975年 HAAJガ ルワール・ ヒマラヤ遠征隊

遠征実施 にいたるまで

<ガル ワー ル隊成立 のあ ら まし>

カシミール側 とのジョイントとして渉外が1974

年 1月 か ら進められたヌン・ クン(NK)計 画の見

通は 4月 に入 る頃から当初とはかな り違って きて

実現が困難性を帯びて きた。そのため,NKが 不

可能になった時の対策が検討された。一方, この

頃,ガルワール・ヒマラヤの一部がオープンされ

るらしい との動 きがキャッチされた。この地域 も

未踏査の地を開拓 しようとす るHAAJの方針 とも

適合し,魅力あるものであった。NKが不可能の

場合の第二案 としてガルワール・ ヒマラヤ (以 下

GH)を 選択することが決定された。ガルワール

の最 も高い未踏峰であるH鍼
“

ol(7151″ )の 申

請書が 6月 末に IMFに 出された。事前研究は以

前か ら行われていたのでとまどうことはなかった。

ところが1974年 7月 初め,イ ンド政府はインナ

ーラインの大巾改定 を行い,そ のためにGHの相

当部分がオープンされることになった。NKも こ

の結果許可取得が容易 となり,NK一 本にしぼる

か,両隊併せて派遣す るかの岐路に立たされた。

メンバー,準備能力,資金,HAAJの 今後の方向

等多角的検討の結果,1975年 に思い切 って両隊を

派遣す ることが決定された。ここにGH計画は独

立 して歩 き始 めたわけである。

<再度拒 否 された申請>

ネパール・ ヒマラヤのラムジュン隊はこの時期

チベ ットの難民を主 とするカンパ族紛争問題で苦

慮していた。 この打開のために隊長の清水澄がネ

パールに飛 んだ のだった。 途中インドに寄って

NK及びGH計画 について関係先をプッシュし,

ハルデ ィオル峰について明 るい見通しを伝えて き

た。しか し,彼の帰国後, 8月末 IMFか らハル

ディォル峰不許可の通知が きた。我 々は急 ざ検討

して,同 じく未踏峰のハルデ ィオルの近 くにある

6992″ 峰 (P。 6992)を 第 一希望として再申請を

行った。

P。 6992についての IMFか らの最初の返事は極

めて明るい期待を抱かせるものだった。

公募 したメンパーの選考 も成され,こ の秋,我

々は希望を もって本格的準備活動に入った。一方,

NKの許可は10月 に出た。 しかしなが ら11月 末に

なって IMFは前言をひるがえす ようにして P.

6992の不許可の通知を送 ってきた。理由は一切不

明である。第二の申請を急 ざ行 う必要があったハ

不許可の理由が一切不明であることが ウィークポ

イントとな り迷いに迷 った。隊員 と関係者 には焦

りが出ていた。隊員候補 に幾人か不都合が生じて

きた。

ここに至 っては直接現地に行 って何 らかの決断

をするのが得策 となり,NK隊 もインド側 との細

部打合わせが必要であったので,思い切 って副隊

長の稲田を現地に派遣することにした。12月 末か

ら75年 1月 にかけて,滞印中の沖 と共に IMFに

出向いて対策を取 った。各国隊の申請状況, IM
Fの意向等 を勘案して, ドウナギ リ,チ ャンガパ

ンを夫々,第 1,第 2希望 として申請した。これ

らの許可の可能性は充分で,ど ちらが許可されて

も致 し方なし,万一不許可でも1975年にこだわら

ず,計画を継続 させて行 く方針であった。

準備の方はNKと 合同で隊荷の船便輸送 とい う

ことで,大半の装備は 2月 中 に調達すべ く仕事を

進めた。

3月 に入 り,第 1,第 2ど ちらをとって もよろ

しい との許可が届いた。我々はチ ャンガバンを選

択した。未踏のウッタル・ リシ氷河に近い方を取

ったわけである。許可を得て隊の準備 には馬力が

かか り,具体的な実行計画が急速に進められた。

<NK隊 の出発大巾遅 延 =装備計画 を

根本から練 り直 し>

しかしながら, 4月 に出発予定のNK隊に出入

国手続上の トラブルが生じた。渉外としてインド

に飛んだNK隊西郡隊長のけんめいの努力にかか

わらず事態は進展しなかった。

計画では,プ レモンスーン期のNK隊で使用し

た装備を,ポ スト・モンスーン期のGH隊が引き
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続いて使用することで準備 を進めてきた。 この計

画を実施するには 6月 中旬の出発がタィム リミッ

トであった。中旬を過 ぎた時点でこの計画は放棄

された。NK隊を優先させ,GⅡ隊は計画の総修

正を行い,物資を緊急に補充することにな った。

財政的に余裕のない我 々にとっては,非常 に手痛

い打撃であ り,資金対策に苦慮した。

7月 中旬,NK隊 は出発した。GH隊 は 7月 下

旬漸 く出発体制にこぎつけた。

ふ りかえって見ると,隊の存否を決するような

数々の苦難を何 とか乗 り切った末の出発であった。

困難に突き当る度に「これがヒマラヤ遠征なん′」

という言葉に歯を食いしばって絶望を振 り切って

きたわけである。

8月 7日 ,稲田副隊長,能勢,今野,舘野の 4

隊員が出発,10日 に今井,14日 に清水隊長,17日

に萩原の各隊員が羽田を発った。各人各様の深刻

な問題を排除しての旅立ちであった。ここに至る

間,HAAJの多くの方々の励ましがどれほど我々

の心を支えてきたか,あ らためて感謝申しあげた

い。なお,「岩と雪」 47号 ,「岳人」 347号 にも

この記録を発表しました。 (副隊長 稲田定重 )

P。 6992,Ca7000(P。 6911),BAMCHU(6303m)初 登頂

GH隊 行動の概要

<デ リー での準備 ,渉外>

8月 7日 ,稲田副隊長,能勢,今野,舘野の 4

隊員が約 2501夕 の隊荷 と共に先発 した。 ヨーク・

ホテルをベースにして,連日出発準備,渉外に忙

殺された。毎 日35℃ 位のむし暑いデリー市内をシ

ョー トパ ンッ姿で汗をふきふきがんばった。 ボン

ベイに陸揚げされ,一旦ス リナガールにデポ され

ていた隊荷は,NK隊 により発送 され,無事 HA
AJデ リー・オフィスに到着していた。デ リーで

の仕事は次の様なものであった。物資購入,梱包

(全隊荷の再梱包),渉外 (IMP関係,輸送,関係

機関挨拶 ,他 )。 怪 しげな英語をふりか ざして懸

命に働いた。第 2次隊荷 は今井隊員,清水隊長と

共に夫々10日 ,14日 に約 350りが到着した。同じ

便で来印された HAAJカ ンミ~ル ッアーの方 々に

は大変なお世話にな った。 17日 に最終便の萩原隊

員が到着し,予定通 り18日 早朝,チ ャーターバ ス

に約 2ト ンの物資と隊員を積み込んでオフ ィスを

後にした。

<4隊に分れてスター ト>
途中ス リナガールの街 (カ シミールと同名の街

がガルワールにもある )に一泊し,19日 に最奥の

部落 ラタの一つ手前の レニの小学校に無事隊荷が

おろされた。当初計画ではクアリ・パス越えの ト

レ ッキングを予定 していたが,モ ンスーンの明け

が遅 く,山は連 日雨模様なので中止 したわけであ

る。ポーターアレンジは, リェゾンオフィサーの

協力 もあって22日 には本隊が出発で きることにな

った。隊荷の整理 と25″毎の再梱包 に追われた。

幸い小学校の 2教室を借用できたので能率的に進

んだ 。

ポーターは当初70人程度 と踏んでいたが,ネ パ

ールと違 って,自分達の食糧は25初 にプラスして

担 ぐことはしないので, ポーターの食糧 を運ぶポ

ーター,そ の又ポーターというゎけで ,最終的に

は∽人 になってしまった。会計は予想外の出費に

頭をかかえた。

21日 に今井,萩原両隊員 がルー ト偵察 と工作の

任を帯びて先発。22日 に稲田副隊長,今野 ,能勢,

舘野の各隊員が本隊 として64名のポーターを伴 な

って出発した。24日 に清水隊長 とリエゾン・オフ

ィサーのフンダルが後発 として,更に27日 にサー

ダーの J.シ ンが食糧 ポーターと共に後々発隊と

してスタートした。都合 4隊のパ ーティに分れて

モンスーン未期の降雨の中 にキャラ ンヾを開始 した。

<雨中 のキャラバン,険路 に逃 げ帰 る
ポー ター 。BC設 置>

モ ンスーンは未だ明けず,中盤まで毎 日氷雨に

たたかれた。特に初日は雨がひどく,破損するダ

ンボールが続出,ポ ーターも急坂をスリップして

登れないとのことでラタに泊り,隊荷の大補修を
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行 った。

ラタ・カルクまでは一気に1400π近 く登 る。翌

日は 4252%の ダランシ・パスまで上が り,」断感の

キ レットの連続のような岩場を渡 ってカールに出

る。ハヌマン・ガルヘは1(Ю O″程急降,雨 の中 ッ

ルッル滑 る急斜面に泣かされた。ポーター中にも

病人続出で, ドクターは大繁盛。ラマニに来て漸

く天候が回復 してきた。ところがここで30余名の

ポーターが帰 ると言う。この先のゴルジュ帯の通

過が恐 しいわけだ。仕方なく残 りのポーターで ピ

ス トン輸送作戦 に切替えた。

先発が苦労 して張 ったフィックスロープにずい

分と助けられたが,良 くも通って行 ったというよ

うな険しいルー トに驚かされた。

最難関を突破 して,内院の一角テ ィルチャウナ

イに到達 した時は,全員無事をナンダ・デヴィの

女神に感謝す る思いであった。ダクニ・ナンダ・

デヴィ oガルをフ ィックスで渡 り,ウ ッタル・ リ

シに入る。

ウッタル・ リシをチ ロリアンプリッジで荷物 も

人 も通し,漸 くにして BCを指呼の間に望むこと

になった。 ここを基地 にして, 下部 と上部の往

復 ボッカをや り, 9月 1日 に全隊荷 と隊員は待望

の BCに終結 した。

BCは標高4500″ ,リ エゾンとポーターが「 H

AAJ KHUND」 (ク ンドは湖の意味の現地語)と

名づけた澄んだ氷河湖のほ とりで,チ ャンガバン

氷河のター ミナル・モレーンに近 く,前面をウッ

タル・ リシ氷河のサイ ドモレーンが長城のように

区切 っていた。付近にはエーデルフイスを始め と

して,高山植物が多 く,ナ ンダ・デヴィを真上に

仰 ぐ別天地で あった。

恐れをなして帰ろうとするポーター達を説得す る

リエゾン・ オフィサー     =ラ マニにて =

リシ・ ガンガ oゴ ルジュに苦斗す るキャラバン

<チャンガバン偵察 。R6992へ の転進>

4日 間程 BC建設,隊荷整理,休養で過した後,

9月 5日 から登攀行動が開始された。 6日 にはチ

ャンガバン氷河源頭近 くの5180″ にアドバンス・ベ

ース・ キャンプ(ABC)が設置された。しかし,

その後 6日 間降 り続いた雪のため壁に近づくこと

ができず,偵察 も思うにまかせなかった。連続す

るナダレの音に, ABCの 空気は非常に沈んでい

た。想定したルートは,カ ランカ南西フェースを

登 り,中段からトラバースしてコルに出るもので

ある。幾つものハンギング・アイスの間をぬう非

常にきわどい ものであるだけに,慎重な雪崩の観

察を必要とした。一旦全員 BCに下りて11日 にミ

ーテングが持たれた。

ルー トの危険性,技術,装備,対外的諸問題等

について,個 人々の意見を徴して多面的に堀 り下

げた。結果は“残念だがチャンガバンをあきらめ

他に転進せざるを得ない。転進先はウッタル・ リ

シ源頭の山 "と いうことでリエゾン oオ フィサー

に変更の許可を求めた。 リエプンは非常に残念が

っていたが,我 々の情況を良く理解してくれ, I

MFへ転進願書を作成,そ れと共に転進方向を許
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ベース・キャンプ付近,前方ハージ・ クンド
その向 うにウッタル・リシ氷河のサイド・モレーン

可して くれた。

<アイ スフ ォー ルを突破
バ ムチ ュー (6303m)に初登頂 >

翌 日から再び行動が開始された。チ ャンガバン

氷河 に上った物資を下ろすのと平行 して,ウ ッタ

ル・リシ氷河源頭への ABC建設が進 め られた。ポ

ーターを総動員して急 ピッチの荷上げが行われた。

ABC(5000%)か ら上では,高差 6Ю ″余の アイス

フォールの突破がポイントになっていた。当初 ア

イスフォールの中央突破が試みられたが,思 うよ

うにルー トが伸びない と判断 されたので左岸寄 り

をとった。左岸障壁か らの雪崩は中央寄 りにルー

トを取 ることで回避で きることが分 った。 アイス

フォールは,下部 セラック帯,中段の雪原帯 (ヒ

ドンクレバス多 し ),上部セラック帯に分れてい

た。

上部セラック帯は,左岸ルー トが岩壁 に突 き当

るため正面を突破せ ざるを得なか った。相当に崩

れた迷路のようなセラックを何とかまわ り込み,

思い切 り中央支稜寄 りに トラバースし,最上段の

雪壁に約 1∞ ″のフ ィックスを付け,抜け出た雪

原の高みにC2を設置 した。 9月 18日 である。

雪原のずっと上部 には コルが望まれ,広大なス

ノープラトーが P.6547まで続 き, 我 々の研究の

結果発見された C a 7000峰がその上にあった。 コ

ルの 6230π地点に21日 にC3が設けられた。 ここ

は P.6992と Ca7∞ 0と の両峰のファイナルキ ャン

プとして絶好の位置である。 C3まではひたす ら

の雪の緩斜面の登 りで, スノープラトーに出てか

らが長 く,そ の広大さに驚か された。 コルから北

方 には,ハ ルディオル,テ ィルスリ,カ メット,

ガンゴトリ山群など, インナーライ ンの向 う側の

山々が見事にのぞまれた。

一方,勤 めの関係で中途下山の事情にあった今

野隊員 については,彼自身悔を後に残 さない行動

をさせ ようとい うことで,他の隊員の支援の もと

に,バ ムチュー支隊 として位置づけた。

12日 か ら態勢,萩原両隊員と共にチャンガバン

氷河に入 り,P.6053峰 を目指 したが,氷壁に阻ま

れて5700″付近で断念 した。一旦 BCに下 り検討

の後,大障壁の東縁にある未踏峰 B amchu(バ ム

チ ュー

“

03Z)を 目標 とすることになった。 リエ

ゾンのフンダルも大乗気で, 9月 16日 か らアタッ

クを開始した。同日5050″ 付近に前進 キ ャンプ

を設け,18日は6000″ 地点まで工作 し,翌日 2人

は 500πの鋭いナイフリッジを突破 して初登頂に

成功 した。(詳細は別項 )

<P。 6992に全員登 頂 >

P.6992は 主稜を忠実にたどる計画であったが ,

長 く,雪庇が大 きく出ていて危険なので, ショル

ダー ピーク直下まで雪壁 を直登し, トラバースし

て頂上下のコルに出るルー トを採ることにした。

600″ のフィックスロープが工作隊 によってセッ

トされた。

9月 27日 ,第 1次登頂隊の萩原,今井両隊員は

午前 3時にC3を 出発,強風に悩 まされなが らも

11時 30分,遂に頂上に立った。帰路は濃いガスにま

かれ難渋 したが, フィックスが偉力を発揮,無事

C3に帰着した。第 2次登頂が翌28日 ,清水隊長

以下,残 る 4名 によって成功した。(詳細は別記 )

<〔 Ca 7000(P.6911)初 登頂>

隊員は一旦C2及びABCに退いて休養を図っ

チ ャンガバン 6864″ (左 )と カランカ 6931%(右 )

左はシプ トンのコル
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た後,C a 7000への アタックが開始 された。 もと

もと荷上げは,両峰の全員登頂を目標として行わ

れていたので物資は充分 ,休養さえ取れれば直ち

に第 3日 標に向か う態勢にあった。10月 2日 ,今

井,萩原両隊員 はC2を 出発(午前 3時),能勢 ,

舘野両隊員のサポー トを受けて東南稜に挑んだ。

変化の多い雪氷 に悩まされなが らも,彼等は順調

にピッチを解ばし,12時Ю分頂上に到達 した。

(登頂記は別項)サ ポー ト隊は彼等を助けながら,

P.6547の 登頂を目指したが,時間切れで引返 した。

BC撤収の日程がサーダーとリエゾンの要請で

大巾に早まったため, アタックは一次のみで打切

り,直ちに撤収に入った。既に P。 6992登 頂後,A
BCの物資は連 日ハイポーターによって BCへ下

ろされていた。

10月 6日 ,全隊員 と上部キャンプの物資が BC
に終結を完了 した。

<落葉 を踏 む帰 路 のキ ャラバ ン>

BCで休息の後 ,隊荷整理 とパ ッキングに入っ

た。 この間,下の村 までポーター集めにサーダー

を下山させた。帰路ポーターは29人以内に抑える

ことにしていた。

ポーターが上がって くるまでの間, 1日 行程下ま

でポーターと隊員によって荷下しを行った。その

合間に隊員は 1人或いは 2人 パーティで,思い思

いの方面へ日帰 りの トレッキングに出かけた。

10月 9日 ,サー ダー他のポーター先行隊が早 く

もBCに到着,隊員をあわてさせた。午後,一同

ナンダ・デヴ ィに向かってロキシーで乾杯,登山

活動の無事終了を感謝 し,帰路の安全を祈 って住

アィス oフ ォールを行 く荷上隊
ABC=Cl(5000%)～ C2(5750%)間

みなれた BCに別れをつげた。 この頃になるとB

Cに も毎朝霜が下 り,雪が舞 う時 もあった。 リシ

・ ガンガ oゴ ルジュに新雪が付いたら帰路のキャ

ラバンは地獄の様相 となる。

ティルチャウナイとラマニの間は霜が下 りて滑

り易か ったが,往路 とは比較にならない程,踏跡

が付け られていた。 ラマニか らは紅(黄)葉 した

本の間の道で,時間的にも故国の秋山を想いなが

らノンビリと下 った。来 る時,氷雨にたたかれて

苦斗した行程 も,抜 けるような青空の下,極めて

快適だ った。 ラタの部落は取 り入れの最中で,村

の女達がせわしなく働いていた。

10月 14日 ,レ ニに到着。ポーターの賃金を支払

い,隊荷の整理をした。ポーター達に招かれて ,

一夜歓迎攻めにあった り, サーダーの もてなしを

受けた り,キ ャラバンのフィナーレは楽しい もの

であった。

15日 夕刻,約 ∞0た夕の隊荷 (他 に 400κ夕をレニ

のサーダー宅にデポ )を持 ってバスでジョシマー

トヘ。久しぶ りの街のざわめきが懐しいものだった。

翌日はバ ドリナー ト巡礼の予定だ ったが,パ ス

の トラブルでダメになった。バス会社 と 2時間ほ

どや り合 ったが,し ょせん “イン ドの議論 "に は

かなうすべ もなか った。

17日 ,早朝のバスで ジョシマー トを出て13時間

もゆ られ, リシケシの先,ラ イラフか ら満員夜行

列車で デリーに18日 早朝着。

<登山料の追加 3000 Rsを 支払 う>

IMFへはリエゾンと共に報告に行ったが,我

々は当初 B ookingし たチャンガバンより転進し,

P.6992,Ca 7000,Bamchl(6303)の 3峰を登っ

たので追加 30∞ Rsを 請求された。支払わなけれ

ば記録には残 らないとのことなのでやむなく支払

った。

なお, リエゾンオフィサーが地図局で確認 した

所では, C a 7000に は 6911″の標高が与えられて

いるといっ。

10月 21日 夜,隊としての現地解散パーテ ィを盛

大に行 った。翌日,隊員はそれぞれの予定 を持っ

て, アフター・エクスペデ ィションを楽 しむため

に旅立 って行 った。そして,稲 田,舘野両隊員を

しんが りとして ,11月 7日 までに全員無事,故国

の土を踏むことができた。 (副 隊長 稲田定重 )

- 16-
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朝と呼ぶには早す ぎる午前 2時 ,P。 6992峰に向

って出発。零下25度,睡眠不足のためか,何のた

めか判 らぬが何ともす っきりしない頭, こんな事

で今か ら頂上に向お うとす る自分が不安になる。

テントを一歩出ると強烈な寒気がボケーとした

頭につ きささるようだ。先を行 く隊長の後を追い

フィックス ロープの起点まで行 く。今更何 もかわ

す言葉はない。無言でユマールをセットし登 りは

じめる。振 り返 ると闇の中に二つの ライ トが近づ

いて くる。

50%ずつ に区切 られた フィックスロープを一本

一本たんねんにかけかえなが らの単調な雪壁の登

り,頭の中は空っぱ 。ひたす ら登 ることに専念す

る。闇の中に聞こえるものと云えば, ロープをス

ライ ドして行 くユマ~ルのかすかな音 と,雪面を

なめるように吹きぬけてい く風ばか り。時折 まい

上 る雪煙が顔面に強烈なパンチを見舞 って通 りす

ぎる。まった く静かな世界だ。

休むことなく雪壁にダイレクトに張 られたフィ

ックス ロープ (600解 )を 登 りきった時は自分では

かけ登 ったつもりでいたのに夜は自々と明け始め

ようとしていた。

フ ィックスロープの終点はンョルダー・ ピーク

の 2～ 3ピ ッチ下と思われる。一昨 日,私と隊長

と 2人で 1日 かかってルー トエ作をした ものの,

ロープがた りずに肩 まで届かなかったのだ。

ここか ら隊長 と私 (舘野),稲田,能勢と 2人ず

つ アンザイレンし,我々のパーティが先行し,大

雪壁 の トラバースを開始する。スタカ ットで右ヘ

右へと トラバース,何 ピッチなどと数える気は も

うとうない。右上の P。 6992峰 の頂上と思 われ る

尖峰が近づいているのか遠ざかっているのか判 ら

ない。

背後には,次 第に明け始める空に,C a 7000峰

カランカ,チ ャンガバ ン, ドゥナギリなどの峰々

が浮び出て くる。7000″ の夜明けは実に壮大であ

る。下か ら見上げてばか りいた Ca7∞ 0峰の平べ

ったぃ ドームもこの高 さまで きてみると伺とその

とんが っている事にお どろく。

最上部のクレバスを越 え,60度 近い雪壁 を 2ピ

RISHI
リ  シ

PAHAR(“賢者の峰"の意)と 命名,

パ ハ ー ル IMFへ 申請,連絡中。

ッチで登 りきるとC2か らも認められた稜線の露

岩に出た。その蔭で風をさけて小休止。頂上はす

ぐ間近 に見える。残すところ高差 150″ ぐらいだ

ろ うか。この先,稜線の広い コルにやや下 りざみに

進み, コルより正面の雪壁 に取 り付いて右か らの

稜線に出,雪稜を左に登 った もっとも高い所が頂

上なのだろうか。前日の 2人の トレールが正面の

雪壁 に残 されてい る。 2人は今我々のい るあたり

か らは頂上は見えないと云っていた。

露岩の蔭か らはい出し, コンテで コルに出る。

吹きぬける風はさすがに強い。 もたもたしている

とチベ ットまでふ っとばされそ うだ。信 じられな

い程近 くに見 えたハルディオルに 1人興奮 してし

まう。

コル正面の短かい雪壁で隊長が8%撮映機を出

すと云うのでトップを稲田組に交代する。能勢ド

クターが一緒に行こうと泣かせる事を云 う。いい

か ら,いいか ら先に行って くれ。

稜線の小 さな雪庇を乗っ越 して雪稜の蔭 に消え

てい く二人をカメラに収め,後を追 う。頂稜に出,

1ピ ッチ行 った所で 2人 が待 っていた。頂上はあ

と 1ピ ッチ先にあった。前日のステップが細い雪

稜の果てまで続いていた。先に行けと云 うのでた

め らう事な く, 日の丸とインドの国旗を ピッケル

に結 び付け最後のピークに向かう。右側はバ ッサ

リと3000″ の空間があ り,よ り慎重にといい聞か

せて一歩一歩前進する。急に強 くなった風,視界

が広が る。中 1%も ないか細い雪稜の果てが頂上

-18-
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だった。

しっか りとピッケルを打 ちこみ次々と登 って く

る 3人 をせまい頂上に迎える。

時間は丁度10時, 8時間かけたステップが右下

にのびる雪稜に細々とついている。そのはるか下

の C3にいる今井,萩原の 2人 にトランシーパー

で登頂を簡単 に伝える。

ウッタル・リシ氷河の源頭にそびえるこの峰に

憧れ,同 じように今 まで苦労を共にしてきて,こ
うして全員が頂上での歓びを分から合 う事ができ

たなんて………。

多 くの人 々の顔が連なる山々に重なって見えて

くるよ うだ。

ナンパ, アピなど西 ネパールの山々,ナ ンダコ

ット, ナンダデヴィ, トリスル, カランカ,チ ャ

ンガバン, Ca7∞ 0・ …・̈ ¨
Э (隊員 舘野秀夫 )

Ca 7000(P.6911

初登頂

過日の P。 6992の 全員登頂終了後全員で休養をと

り,次の目標 C a 7000″に備える。 この山は地図

上にも記載 されていず,正確な標高 も分 らない無

名峰であ り,色 々な地図,写真等々か ら私達が発

見した私達の山であるので是非共登頂したい ピー

クである。

9月 29日 隊長,副隊長は BC及び ABCへ とそ

れぞれ下山,我々,今井二郎 ,萩原明郎の 2人は

C2にてC3よ り下山してきた ドクターと 7名 で

休養。高度障害のためか,あ るいは疲れか らか,

何 もする気 にもならず無気力その ものであ り, ゴ

ロゴロして終 日過ごす。夜は ヒマ ラヤに居ること

も忘れ日本の低い山,あ るいは峠のこと,日 本の

四季折々の山の話と常 日頃あま り耳にしたことの

ないような話に時の経つの も忘れて話しているが,

私のようにただガムシャラに登 ることのみに楽し

みが集中 している人間にはどこか異国の話をして

いるようで大変興味深 く感 じられた。以下, 日記

より,初登頂の記録を記してみる。

9月 30日 ,C2→ C3→ C a7000の ルートエ作。

萩原明郎,通称萩ヤンと 2人で放射熱で暑い氷

河の中をひたす らC3へ向か う。デプリ跡や広 く

なった クレバス,膝迄 の ラッセルに と驚 かされ

た り,悩 まされた りしながら約 1時間30分 で C3

入 り。定時交信の後しばらく休んでからC a 7000

のルートエ作へ。 膝位 の ラッセルを約 2時間で

取付点着。適当にクラス トした雪壁に 150%の フ

イックスを張 り,C3へ 戻る。平均斜度45～ 50度

位の雪壁であり,技術的な ものより体力,精神力

が強 く要求され るものと思われる。夜 7時の交信

にてC2にいる 2人の体調が思わしくなく,C2

での体養は結果的に失敗だ ったのだろうか ?

AB C・ C2・ C3の 同時交信にて C a70∞ ア

タックについて議論が交された。

C3の我 々 2名 は全員が ABCヘー旦下山し ,

体調を整えてでも全員登頂 という線で押したが ,

日程の余裕 がないため, C3に いる 2名 での ワン

チ ャンスアタックと決定。

明 日の行動予定

1・ C3にいる 2名 は明日C3にて休養

2.C2に いる 2名 はC3入 り,余裕があれば ,

C a7000へのフィックス延長

3.ABCに い る 2名 は明 日休養 ,10月 2日 に

アイスフ ォールルート確保の後, C2も しくは

C3入 り, ということに決定 した。

10月 1日

C3の 2名及びABCの 2名 は本 国休養する。

C2よ り能勢 ドクター,舘野の 2名 が C3入 りす

るので昼近 くサポー トに下る。C2には煙草がな

いのでさぞや ドクターはいらい らしていることだ

ろうから一刻 も早く煙草を渡そうとC2め ざした

が,昨夜の雪 も意外 と深 く,ま たまた ラッセルであ

る。 ドクターは煙草を吸いたいためか舘野をグン

グン離して登 ってくる。逆ならばやは り私 も同じ

ようになるだろ う。

日中は紺碧の空に真自い山の コン トラス トが美

しかったの に,こ の頃では雲のわ く時 間が徐々に

早 くなり, いよいよ冬近しを思わせ る。昼の交信

にて 10月 12日 にBC撤収 ,後下山 とな り我々の登

山期間も残 り少なくなった。また明 日 ドクター
,

舘野の 2名 はアタック隊の サポー ト及び余力があ

れば P。 6547ヘ アタックと決定した。

-19-

SAF
サーフ

MINAL(“白いピラミッド"の意)と 命名,

ミナール IMFへ 申請,連絡中。



C a7000(P.6911)上部

登頂ルートは左側の稜 (中央稜)左 最奥が頂上

=P.6992の 途中か ら=

C3到着後,し ば らく休養 した ドクター,舘野

は明 日のP.6547の偵察を兼ねて,C a7000へのフ

ィックス延長に疲れた体に鞭打 って出発 していっ

た。明日はこの献身的な仲間の好意にむくいるた

めに,ま た今迄の皆の努力の終結 としても是非共

無事念願の初登頂をはたしたい ものと肝に命ずる。

夜の交信の時,世界岳人注 目の的エベレス ト南

西壁に挑んでいた英国隊 (C。 ボニントン隊長 )

がついに登頂に成功したことを知 る。我々が第 1

目標 としていたチャンガバ ンに昨年登頂した英国

隊 メンバーが,会回は未踏の南西壁に成功 したこ

とを知 り,一層闘志がわく。

10月 2日

午前 3時 ドクター,舘野の見送 りを受けて満天

の星の輝 く雪原に出ると冬近 しを思わせ るような

肌寒 さを感じ,身のひきしまる思いである。約30

分のアルバイトで基部着。 フィックスに導かれて

約 250解 直上する。ユマールにての登攀は非常に

スピーディである。これよリスタカットにて直上。

午前 6時の交信をする頃より朝日があた りはじめ,

さしもの肌をさすような寒さも次第にやわ らぐ。

それにつれ クラス トして登 りよかった雪壁 も雪の

状態を悪 くして行 く。いくら登 って も青空に雪壁

が吸い込まれてい くような錯覚を起 し, 自分 自身

の現在地点が把握できず, トランシーバーによる

確認以外ない。

朝食に餅 を 3き れ食べただけなので腹は減 るし

思 ってい る程高度 もはか どらないので,ふてくさ

れて昼食 とする。下からは「 あと少 しだ」 と トラ

ンシーバーで送 ってくるが,腹が減っては何 とや

らで仕方がない。

腹 もふくらんだのでピッチを延ばそうと約30″

位登 るとそこが絶頂であった。時に12時 50分であ

った。チベット高原が,そ の奥には聖山カイラス

があの長谷川伝次郎「 ヒマラヤの旅」の写真その

ままに見えるのに思ゎず感激。眼を転ずると西部

ネパールの山波が……。先日の P.6992登 頂時 と

は うらは らな無風快晴の天候である。C3に いる

仲間や,今 C3へ着いたばか りの隊長達が自分の

ことのように喜んでくれている。本当に良 い仲間

に恵まれた もの と感謝せずにはおれない。 こんな

素晴 らしい仲間 ともっともっとこの雄大な ヒマラ

ヤの山行 を楽 しみたいが,いよいよ登山期間 も終

了間近である。頂上直下に露岩があったので皆ヘ

の土産 とす る。午後 3時眺望の素晴 らしい頂上を

後にし,皆の待つ C3目指 して下山の途につ く。

(隊員 今井二郎 )
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<9月 27日 ガルワールBc発・隊長現地通信より>

||||||||||

6,992m峰全員征服に男泣き.ノ ありがとうございました。ノ

遂に皆様に吉報 をお知 らせ出来ることにな りました。冬の足音 も近い, このナンダデ ビーの山懐で喜
びをかみしめています。遥かな長 い苦労は自分の好んで選んだ道なのですが,私 もこうして誇 らしいニ

ュースを書 き得る隊長 になれ,隊員は勿論の こと,蔭にな り日向にな り応援協力をして下 さいましたH
AAJの 皆 さん,そ して精神的物質的に力にな って下さった沢山の皆 さんに心より感謝し,ぉ礼 を申し上
げます。そしてこの現地で も数えきれない程多 くの人々のお世話にな りました。
本当に皆様あ りが とうございました。遠いインドの人跡未踏の地よ り重ねてお礼申し上げます。

―
「 アタック隊は11時 30分 , ピーク6992の頂上に立ちました。」強風と寒気にとぎれ とぎれなが らも元気

な今井隊員の声です。「 この幸運 を与 えてくれた多 くの人に感謝します。出来れば全員が同時に この峰
に立ちたか ったのですが。」萩原隊員の声は感激にややむせんでいます。キャンプ間,移動のため,生で
この声を聞けなか った隊員が次 々に C3に到着する度に録音機が繰返 し繰返しまわされます。遂に舘野
隊員が感涙に目を真赤にして泣 き出す と,稲田副隊長が もらい泣きをしました。人一倍感激性で涙 もろ
い私 も押 えに押 えていた ものが堰をきってしまいました。任務のため C2を最後に出た能勢 ドクターは
第 2次交信のときようやくC3の テン トに転げこみましたが,涙で声にな りません。ガルワールの最奥
の山まで来て,信 じられない感激の男泣 きは本当にあったのです。

思えば長い年月で した。稲田副隊長の熱意 と男の友情にはだされて, この探検臭の強いガル ワールの
未踏の地を選んで以来,仲間集 めや申請の 2～ 3転 ,誰 もこのウッタル リシ,バ ギニ, ミラムの三大氷
河の源頭に位するR6992に来れ るとは予想出来ない情勢でした。それが転進を許す リェゾン oオ フィサ
ーのフンダル氏の好意 で氷河に偵察 を出して以来 15日 間, さしもの憧れの山 も我々の前に兜をぬ いたの
です。

こんな交 々の感情 を他にアタック隊は苦心 をしてい るらしい。午後 1時 30分の連絡を最後に通信が途
絶えている。山は氷雲がかか り風 も寒気を増している。 4年前のガンガプルナの経験が頭をかすめる。
急峻なリッジで濃いガスにとり巻かれたら,ど こまでが大地 で, どこか ら空にな るのか判 らない。その
ことは先程の交信でよく注意したのではあるが……。不吉な予感が走る。 どうか落ちないでいて くれ。
神に願う私である。バギニ側に転落 した ら一巻の終 りだ。それにして も 3時間 も連絡して来ないなんで,

どんな環境におかれているにして も許せない。帰るな リー喝 してやろう。空は晴れない,ガ スを通 して
山稜ばか りを見ている。

午後 4時 30分 ,今井隊員より「萩原 サープはC3へ帰着 したか」と無線が入 る。何てことだ,ザ イル
を解いたのか。 フィックス・ザィルが見つか らず手わけして探すために30分程前に別れた という。いま
いましさと心配で私は半狂乱だ。 ドクターは矢 も盾 もたま らず吹雪の中へ とび出す。他の 2人 もアタッ
ク隊の帰着にそなえて作 ったハチ ミツ・ ドリンクを投げ出 してしまった。
今井隊員から「目の前に岩稜がみえる。」と入る。バカーッ動 くな,そ れはパギニの岩壁 だぞ―。私は

一瞬目の前が真暗にな った。あれ程,生 きて連れて帰 ると約束 した今井君の両親の顔が,脳裏にちらつ
く。  ああ,神様   「二郎動 くな,今井二郎動 くな,お前には俺がついている。」私は トランシーバ
ーに向って涙声でどな った。

萩原君はどうなったのだ。彼はガンガプルナで他界 した笹川君の妹婿だ。私は誰よ りも彼を生かさな
くては。とに角 2人 が別れてか ら未だ30分だ。動 きさえしなければ何 とかなるぞ。そ うむざむざ落 ちる
ような萩やんやないで ェー。

全 く幸運なり。天は我を捨てず。次の一瞬あれ程のガスが切れ間をみせた。今井二郎は フィックスの
始点近 くに,萩やんは50″ 程下にシェル トを破 っているのが我々の目に入 った。「今井二郎 ,フ ィック
スを掴め,萩原はお前のす ぐ下にいる……。」無線機にどな るの も, もどかしい私でした。

フィックス・ザイルの下端に集 った アタック隊 とC3の メンバーは, もみ くしゃになって,泣 き笑い
の涙や鼻水が一緒になって,雪の斜面で抱 き合ってしまいました。6500%での男の ドラマだったのでし
ようか,そ れは。                   (べ _ス .キ ャンプにて隊長 清水 澄 )
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バ ムチ ュー登頂記

EFn D o>zt.a, V -- (0gOg*)

バムチ ューという山の名を,私は聞いたこと

もな く, ましてや登 ることになろうな どとは考

えて もみなかった。コン(訳注,今 野隊員の愛称 )

は日本へす ぐに帰 らなければならない身であっ

たが,登山家が山登 りをせずに帰 られ るもので

はない。 “日出ずる国 "へ帰る前に, どこで も

よい,一つの山に登 ろうと考えるのは当然すぎ

る程当然に思われた。コンはそれを私と一緒に

や りたいと心の内を打 ちあけたが,私にとって

はむづかしい決断 をせまられることになった。

私は “繁文繹礼 "に しばられていたし,官僚気

質 としては安全快適 な BCに滞在 して,冒険ヘ

の処置をしていればよいか らであ った。しかし,

インドの慣習的伝承に「客は君の神な り」 とい

う。結局慣習が官僚主義にうち克 って,私はコ

ンの要求 を容れることにした。

1975年 9月 16日 ,私 とコンの 2人 の登山家は

ウッタル・ リシ氷河 を横切ってウッタル・ リシ

氷河 とウッタル・ナンダ・デビ氷河の出合に着

いた。小 さな流れが 2人を歓迎 し,私たちはこ

の美 しい谷の奥を探険することに心をお どらせ

ながら休憩 した。 ABC建設に向 って,小川沿

いに登 りつづける。 コンは 9月 22日 には日本ヘ

の帰途につかなければならないので,期間は非

常に短かいものであった。雨と雪 とが,5500″

へ登 って ABCを作 る私たちを迎 える。 ABC

を定めた後,一旦 BCに引き上げ る。

9月 17日 は晴天で,私たちはポーターの ナラ

イン・シンを加 えて再び ABCに登 り,快適な

夕食と睡眠をした。翌 18日 朝,私は激しい頭痛

に悩まされたが ,そ れは多分 ストープをテン ト

内で使 ったせいと思 う。コンは少 し失望 しなが

らナライン・ シンを供なってバムチューに向け

て出て行 ったが,夕 刻彼 らは頂上に到達出来ず

に戻 って来た。

9月 19日 も頭痛は残っていたが, ナラインが

行 くことを拒否したので,私は有無を云わずに

コンに同行しなければな らな くなった。午前 4

B.Po S.フ ンダル中尉 (リ エゾン・オフイサ~)

時30分 過ぎ,私たちは ラテルネをつけて出発す

る。一歩一歩が努力の連続であり,激 しい頭痛

と腫れ上 った手首が私の仲間になる。だが,あ

まり愉快な仲間ではない。 5時 間の登高で頭は

まるでアフリカのプーズー教の ドラムを叩いて

いる様だ。難儀はこれで もまだ充分ではないか

の如く,山 稜上を横切 る大口をあけたクレバス

に迎えられ る。あたか も私たちの挑戦をあざ笑

うかの様に感じられ る。急な側面を下って登 り

返す。少し気温が昇 り,熱が出て来たらしく,

第ニ ピー クの頂上で休む頃には,頭痛 と手首の

腫れ上りは更にひどくなった。私たちはバムチ

ュー頂上に最終照準を合わせ るのだが,一歩を

出す度に,こ れで私は倒れるのではないか と思

った。最後の登 りに向 って私は コンに頭痛薬 を

所望 した。頂上を凝視す る私の耳に親 しんだ言

葉が甦える。

「何故なんて尋ね ることはないんだ。

それをや りとげるか死ぬかだ」

最後を見上げなが ら,空中に高 く高 くヌーッ

と現れ出ている危険なナイフ・エッジをのろの

ろと登 る。 コンは常に リー ドしながら遂に頂上

に達した。喜びと満足 ,写真,HA AJ旗 とイン

ド三色旗が頂上に立てられ,少 しばか りの神ヘ

の供物が無事を謝 して雪の中に埋められた。時

B AMCIIU 6303協 (ラ首)と
DEO DttA6620%(左 )

ルー トは右手の稜線 を忠実にたどっている
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に午後 3時。帰 らなければな らない。ゆっくり

と着々1500%の ナイフ 。エッジを下る。 コンは

紙片に何や ら書 きつけ,私に も同様にという。

「忘れ得ぬ体験」

と書いた。 コンはそれをポ リ袋に収めて標石を

積んだ。す ぐに ABCの 灯 りが見える様にな り,

私たちは斜面 を駈け下 り,午後 8時無事 ABC
の人 となった。 コンは幸福感にひたり,私 も同

じだ。ナラインも興奮し,バ ムチュー,空 高 く

そびえる6303物 のすべてについて知りたが った。

深い眠 りか ら醒め, 9月 20日 帰途につ き,再

びウッタフレ・ リシ氷河 とウッタル・ ナンダ・ デ

ビ氷河の出合いに着 くと, コンはウッタル・ナ

ンダ・デビ氷河の源頭を訪れたいと望んた。疲

れていたがル ック・ザ ックをそこに置いて私た

ちは約 2時間,氷河の奥を探険した。

BCに帰着す ると残 っていたポーターらがや

んやの歓迎をして くれたが,私 は コンの心が山

を去 る悲しみに沈んでいることを感じ, その眼

が寂しさに うるんでいるのを見た。 コンは大変

今野隊員が勤務の関係で中途帰国しなければな

らないことは,残念なが ら止 むを得ないことであ

った。単独行動の可否を IMFの判断にまたねば

ならない事が判った時,む しろ全隊員は喜んだも

のだ った。こうしてキャラバンを続けBCに到着

した私た ちはそこの素晴 らしさに ,是非今野隊員

も手軽な一峯を登 って帰るべきだと勧 めた。勿論

彼 も大乗気であった。チャンガバンのABCを 撤

収す る時,カ ランカの尾根上の一峯をトライした

が,結局登頂には到 らなか った。 この様な手軽な

山を登ろうとす る時,あ ま り事大主義な考 えを持

つ と自ら漬れてしまう様である。

ウ ッタル・ リシ氷河に ABCを 作 り,隊の主力

が移 ってしまった後,バムチ ューを狙 うことが B

C滞在者の間で云われていた。 しかし,6992峯 ヘ

の作戦展開途上にあ り,メ ンバー,ポーターに余

裕がな く,バ ムチ ュー攻略は,荷上げ,事故対策

の両面からおぼつかないものであった。ところが

リェゾン・オフィサーのフンダル中尉が登攀に加

わ り, 2人だけで総てまかな うので,是非登 らせ

バムチュー登頂のいきさつ

セ ンチメンタルになって, ロキシーを夜中の 1

時までも飲んだ。

翌朝 10時 ,BCを 去 る用意ができると, コン

は “HAAJの湖 "のほとりに行 き,そ うす るこ

とも最後の,顔を洗い,そ して誰か現れるだろ

うかと北の ウッタル・ リシ氷河の方向に見入っ

ていた。それは稲田副隊長 から,多分能勢 ドク

ターが BCに下ることになろ う, と書いたメモ

が来ていたためであった。遂に誰 も来ない と知

ると, コンは悲 しみに沈んで BCを去 りにかか

った。最後の写真を“今野気象観測所 "の傍で

撮 り,彼は腕時計を記念のために交換 しようと

云 った。さょうなら。握手。神のご加護を。/

2人の友は今は別れなければならない。 2カ

月の親しい交友は,国籍 とそれぞれの社会の宗

教 と法律によって引き離 され ,多分三度 と再び

逢えることもないだろう。顔には出 さずとも互

いに心で泣 くのか./ 親愛なるコン。グ ッド・

バイ。        (訳  隊長 清水 澄 )

て欲 しいということになった。フンダル中尉は絶

対 コンも頂上に立 って帰国させるべ きだと云って

来た。

私は,バ ムチ ューの高さとむづか しさ, フンダ

ル中尉の登攀経験 と体力,現在の気象状況などか

ら考察して,可能且つ安全 と判断 し,去就につい

ては今野隊員に一任すること,但 し,緊急事態に

そなえて最 も有能なポーターのナライン・シンを

連れて行 って も良いことを連絡 した。この間,今

野隊員 と直接会 っての話が出来ず,多少のもどか

しさはあった。

いずれにして も隊として,今野隊員 に も一つの

頂上を持 って帰 って もらお うとい うことが基本で

あった。この様にして未踏の6303″ のバムチュー

は私たちの山 となった。登 りつ くされたガル ワー

ルなどと, ものの本に云われ るが, 6()00″ 級では

まだまだ沢山の峯が未踏で残 ってお り,軽快な考

えがバムチ ューをものに出来る元になった。

(隊長 清水 澄 )
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ミナイス・ガイミわれらのリエゾン・オフィサー

IMFが 私たちの遠征隊につけた リエゾン・オ

フ ィサーは, B・ PoSoフ ンダルという24才 の

青年将校であった。彼はシーク族で背が高 く, タ

ーバンを巻いてはいたが,オ ー トパイに熱中する

若者であった。アグラに駐屯する陸軍落下傘部隊

に所属 し,遠征時正確には中尉であ ったが,12月

には大尉に昇進が決定 しており,彼のオフ ィサー

ズ oメ スを訪ねた時など仲間がキャプテ ン, キャ

プテンと呼んでいた。落下傘部隊はどんな土地に

で も作戦で下 りなければならず,山 岳戦への必要

か ら登山を始めたらしい。 日常,機で 5～ 6000%

に昇 っているので高所順応は出来ていると話 して

いた。職務には非常に熱心且つまじめで,遠征隊

の雑事をよくさばいてくれた。

よく報告書な どで,イ ン ドの リエゾン・オフィ

サーは非常に頂上へ立ちたがるのに,い ざその場

にな ると全然だめだと云われているので彼 も同様

か と思 っていた。しかし,キ ャラバン初 日,一緒

に歩いてみてこの考えは間違 っていることを感 じ

た。隊員の中にはキャラバン中に使 うべ き個人装

備 まで ポーターの背に委ねる横着者 もいたが,フ

ンダル中尉は一切の高所装備まで全部 自分で背負

って,し か もこちらか ら休 もうと云わない限 り,

疲れた様子 もみせず元気に歩 き,そ の上必ず殿 り

をまとめていた。さすが有能な軍人だわいと,イ

ン ド軍隊への評価 も一辺にはね上ったものだ った。

彼は,国防省からの服務命令では BC以上に登 っ

てはいけないと云われているが,「 リーダーが要請

するならば何処にで も登 る,国防省は山の中まで

来ているのではないから」と,なかなか愉快なこと

を云っていた。その彼が中途帰国せねばならない

今野隊員に同情して,忙 しくて相手になっていら

れない隊員の代りに同行し,自 己の悪コンディシ

ョンを口に出さず,6303″ ものバムチ ューをほん

の短時間でやったのは,立派というの他ない。

チャンガバンから6992π 峯などへの転進は困難

なことが予想されていたので,如何にしてリエゾン・

オフィサーを云いくるめるかなどと良か らぬ考え

を抱いていたが,彼の誠実さに,こ ちらが見すか

されている様で気が咎めた。ニュー・デリーに戻

ってこの件で隊長には一言の質問 もなか ったのに,

彼は両 3日 も国防省で事情を聴収 され,今 までに

この様なケースはなか った とかで大分油をしぼら

れたらしい。彼の信条は,「我が客人は我が神」

とい うもので,真 から私たちの満足とい うことを

考えて くれた。それだけに私たちも心か らの友 と

な り,彼の昇進 もふいにな りはしないか と心配し

たが,彼は意にかけない風であった。

郷里の ァムリッツアーには70エ ーカーの農園を

持つ という彼。話ず きでいつ も隊員を笑わせなが

ら国家,政治,軍隊,文化,機械か らスカイ・ダ

イビング,オ ー ト・ レースなどまで尽 きることを

知 らない話題であった。 日本人でもなれるとシー

ク教の本分を話して くれた彼。遠征隊終了後,全

員をアグラに招待し,見 も知 らぬ トレッカーまで

日本人だとい うことだけで,私たちの仲間 として

処 して くれた。

こんな彼 を一度 もウッタリレoリ シ氷河の奥へ登

らせてやる機会のなかったことが,心残 りと云え

ば心残 りである。     (隊 長 清水 澄 )

―
お礼 の ことば

1975年 に 日本 ヒマラヤ山岳協会から送 り出した

2つ の遠征隊はこの帰 国報告書に概要を述べまし

たよ うに,そ れぞれの成果を得て全員無事帰国い

たしました。これ もご協力ご支援 いただいた皆様

のお蔭 と深 く感謝いたします。

カンジロパ(ネ パール1972年 ),ラ ムジュン(ネパ

ール1973年)に続 くHAAJと しての本格的遠征隊

でした。今後 もますます発展してい く会でありた

い と思いますので, よ リー層のご支援 をお願いい

たします。あ りが とうございました。

HAAJヒ マラヤ委員会 。遠征隊一同

会  長 柴田金之助 (HAAJ会長 )

副 会 長 善 行 久 親 ( 〃 副会長 )

委 員 長 増 田 秀 穂 ( ″ 専務理事 )

事務局長 小島守夫 遠征隊本部 植竹清孝

委  員 山倉洋一 ,菊池 薫 ,鈴木康志 ,

沖 允人,近藤龍良,稲 田定重,

清水 澄,西部光昭
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